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「北方かわらばん」は、北海道立北方建築総合研究所が発行しているメールマ
ガジンです。ホームページ等で配信登録された方にお送りしています。
アドレスを登録した覚えのない方、登録内容の変更、配信停止は【管理者から
のお知らせ】をご覧ください。このメールアドレスは配信専用のため、返信で
きませんのでご了承ください。

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　今月号のトピックス
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

第４号の内容はこちらです。

■イベントのお知らせ
　□北方型住宅技術指導事業講習会が開催されました

■今回の特集記事
　□海外出張レポート　カナダの住宅事情その２

■北総研からのお知らせ
　□普及支援に関するニーズを募集します

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　イベントのお知らせ
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■【北方型住宅技術指導事業講習会が開催されました】

平成２１年２月１３日に北方建築総合研究所において、財団法人北海道建築指
導センター主催の北方型住宅技術指導事業講習会が開催されました。
今年度は国の超長期住宅（２００年住宅）先導的モデル事業に採択された「北
方型住宅ＥＣＯ」に関する内容ということもあって、例年を上回る約１３０名
の受講者で会場は満員となりました。
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当日の様子を北総研ブログにて公開していますので、ご覧ください。
北総研ブログ　http://www.do-sumai.jp/weblog08/

３月の同講習会日程及び当研究所の講師は以下のとおりです。

北方型技術講習会
平成２１年３月　４日（水）網走市　長谷川人間科学科長
　　　　　３月１２日（木）釧路市　鎌倉住生活科長
　　　　　３月１３日（金）帯広市　鎌倉住生活科長
　　　　　３月１７日（火）札幌市　鎌倉住生活科長

お申し込み及び詳細は、財団法人北海道建築指導センターのホームページをご
覧ください。
http://www.hokkaido-ksc.or.jp/

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　今回の特集記事
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■【海外出張レポート：カナダの住宅事情その２】

前回お送りしたカナダの住宅事情に引き続き、今回はカナダの高性能住宅につ
いてをお送りします。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

今回調査した高性能住宅は、カナダ不動産住宅協会（Canada Mortgage and 
Housing Corporation：CMHC）が先導しているEQilibriumという企画の住宅で、
居住者が健康・快適に過ごせるよう、高い省エネルギー性、低環境負荷と資源
保護の実現、自然エネルギーを使った消費量とコストの削減という理念のもと
に設計されています。計画案を公募して７２社から１２社を選定し、現在デモ
ンストレーションを行っています。計画概要と性能検証結果はCMHCのホームペ
ージで見ることができます。

今回視察した住宅のうち、性能検証が終了していた『Eco Terra エコ・テラ』
についてご紹介します。

Eco Terraで印象的だったのは、工場で住宅ユニットを制作し輸送しているこ
とです。生産効率化と廃材削減のために工場生産にすることは珍しくありませ
んが、視察した住宅のユニットが地下１つ、１階２つ、２階２つ、屋根１つの
６分割で構成されており、１ユニットのサイズに驚きました。
視察した住宅には、全て太陽光発電、地中熱回収、熱交換換気、排水熱回収の
技術が使われており、地下に大きな機械室があることが共通しています。その
中でもこの住宅の特徴は、金属屋根表面に太陽光発電シートが貼られ、ガラス
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のカバーがないこと、その屋根裏面に外気を通して熱を回収し、乾燥や給湯に
使っていることでした。排水熱回収は、排水管の周りに給水管が巻かれており
、お湯の排水と同時に給水を予熱するもので、シャワーをする際には使えます
が、お風呂文化の日本では適さないように感じました。

紹介したEQilibrium住宅は、通常の家と土地の価格３千万円程度にさらに技術
で１千万円ほどプラスされるそうです。カナダでは電力が６．５セント／ｋｗ
（約５円／ｋｗ）とエネルギー価格が安く、投資をランニングコストで回収す
ることは到底できないと思われますが、ここまで省エネに投資するモチベーシ
ョンは何でしょうか。
CMHCでの回答は、ビルダー（あるいはディベロッパー）のコマーシャルのため
だということでした。
ビルダーによれば、高い価格で買っても売るときに高く売れるから問題がない
とのことで、前回のレポートでもお伝えした、住み替えが当たり前で売るとき
にいかに高く売れるかを考えて購入するというカナダの住宅事情が背景にある
ようでした。

（村田さやか・居住科学部人間科学科研究職員）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

２回にわたってお送りした海外出張レポートは、財団法人北海道建築指導セン
ター発行の「センターリポート第１６８号」に掲載される予定です。

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　北総研からのお知らせ
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■【普及支援に関するニーズを募集します】

当研究所では、年２回の調査研究報告会（札幌、旭川の２会場）の開催、セミ
ナー等への講師派遣など、研究成果や技術を広めるために様々な形で普及支援
活動を行っています。
当研究所ではさらなる普及支援活動の拡充を目指し、調査研究報告会や講習会
等に関するニーズを募集します。
「こんな内容の講習会を開催してほしい」「この地域で開催してほしい」など
ご要望がありましたらメールにてお知らせください。ご要望に添えない場合も
ありますが、できる限りご要望にお応えできるように検討いたしますので、皆
様からの声をお待ちしております。

メールはこちら　info@hri.pref.hokkaido.jp

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
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【編集後記】　

平成２２年度の地方独立行政法人化に向けて、新法人の制度や様々なシステム
に関する検討作業が行われ、日を追う毎に慌ただしくなってきています。
事業の見直しはもちろんのこと、事務の見直しやさらなる効率化を図るべく、
独自でお客様アンケートを実施し、いただいた貴重なご意見を参考にしながら
検討を行っています。

アンケート１枚１枚に目を通しながら感じたことは、周囲から求められている
のは、大きな制度改革ではなく職員の意識改革であるということ。

法人化＝デメリットとならないよう、「また利用したい」と言われる研究所を
目指し、できることから変えていかなければならないということを再認識しま
した。

（Ｎ）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　　　管理者からのお知らせ
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記のアドレスより購読解
除の手続きを行っていただくか、メールにてお知らせください。
登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー
ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場
合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。
メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い
により配信される場合がございますので、ご了承ください。

■購読申込・変更・解除はこちら
　http://www.hri.pref.hokkaido.jp/provide/mail.html
変更・解除の場合は、備考欄に「変更」または「解除」と記載してください。

■各種お問い合わせ専用メールアドレス info@hri.pref.hokkaido.jp

ご登録いただいた情報は、ニューズレターの配信及びイベント情報の配信を目
的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。

───────────────────────────────────
　　　　　　 発行：北海道立北方建築総合研究所企画指導室
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